
i　はじめに

は
じ
め
に

一
九
九
一
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
移
住
か
ら
、
早
く
も
二
十
五
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
暮
ら
し

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
こ
の
人
に
会
え
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
う
人
が
一
人
い
る
。
そ
れ
は
モ
ル
デ

ハ
イ
・
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
建
国
以
来
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
す
る
弾
圧
・
攻
撃
を
徹
底
し
て
き
た
。
普
通
の
神
経
を
し
て
い
れ

ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
人
道
的
に
間
違
っ
て
い
る
と
感
じ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
一
般
の
イ
ス
ラ
エ
ル

人
は
そ
う
は
感
じ
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
テ
ロ
リ
ス
ト
な
の
だ
と
洗
脳
教
育
を
受
け
て
育
つ
か
ら
で
あ
る
。

自
国
の
や
り
方
を
批
判
す
る
ユ
ダ
ヤ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
ご
く
稀
で
あ
る
な
か
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、
自
国
の
ア
ラ
ブ
に
対

す
る
や
り
方
を
、
激
し
く
非
難
し
続
け
て
き
た
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
南
部
の
砂
漠
の
町
デ
ィ
モ
ー
ナ
に
あ
る
核
開
発
研
究
所
で
は
、
核
爆
弾
が
密
か

に
製
造
さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
は
研
究
所
の
目
的
は
平
和
利
用
だ
と
断
言
し
て
い
た
。

一
九
七
六
年
、
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、
核
兵
器
が
製
造
さ
れ
て
い
る
工
場
だ
と
は
知
ら
ず
に
、
核
開
発
研
究
所
に
就
職
し
、

勤
め
て
い
る
う
ち
に
そ
こ
が
単
な
る
研
究
所
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
時
と
と
も
に
彼
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
パ

レ
ス
チ
ナ
人
を
筆
頭
に
、
全
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器
に
よ
っ
て
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
危
機
感
を

抱
き
は
じ
め
、
九
年
間
科
学
技
術
者
と
し
て
勤
務
し
続
け
る
う
ち
に
、
そ
の
危
機
感
は
深
ま
っ
た
。



ii

「
イ
ス
ラ
エ
ル
が
極
秘
の
う
ち
に
着
々
と
進
め
て
い
る
核
兵
器
開
発
計
画
を
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
事
実
を
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
進
め
て
い
る
デ
ィ
モ
ー
ナ
の
核
開
発
研
究

所
の
実
態
を
世
界
に
向
け
て
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
こ
う
考
え
、
暴
露
準
備
の
計
画
を
練
っ
た
。
夜
間
勤
務
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
昇
格
し
て
い
た
彼
は
、
所

内
に
カ
メ
ラ
を
持
ち
込
み
、
研
究
所
内
の
内
部
を
計
五
十
七
枚
撮
影
し
た
。

政
府
が
メ
デ
ィ
ア
操
作
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
即
、
国
家
機
密
暴
露
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
、
よ
く
て
刑
務
所
行
き
、
悪
け
れ
ば
暗
殺

さ
れ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
た
。
そ
こ
で
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器
の
実
態
を
伝
え
よ
う
と
考
え

た
。占

領
政
策
に
突
き
進
む
ユ
ダ
ヤ
社
会
が
つ
く
づ
く
イ
ヤ
に
な
り
、
旅
先
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗

し
た
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、
一
九
八
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
兵
器
開
発
計
画

に
つ
い
て
の
内
部
告
発
書
を
、
自
ら
撮
影
し
た
写
真
の
数
々
と
と
も
に
渡
し
た
た
め
に
、
モ
サ
ド
（
イ
ス
ラ
エ
ル
秘
密

諜
報
機
関
）
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
で
モ
サ
ド
に
捕
ま
っ
た
彼
は
、
船
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
連
れ
戻
さ
れ
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
裏
切
り
、
ス
パ
イ

行
為
を
行
な
っ
た
」
罪
で
十
八
年
間
刑
務
所
に
拘
束
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
十
三
年
間
は
独
房
だ
っ
た
。

ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
二
〇
〇
四
年
に
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
が
、
国
外
や
占
領
地
に
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
外
国
人
と

口
を
利
い
て
は
な
ら
な
い
な
ど
多
く
の
規
制
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
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ス
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
続
け
た
。

そ
の
結
果
、「
外
国
人
と
接
触
し
、
外
国
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
西
岸
地
区
に
出
か
け
た
」
罪
で
、
六
年
近

く
に
わ
た
る
裁
判
が
繰
り
返
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
夏
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
、
彼
は
再
び
約
三
カ
月
間
独
房
に

入
れ
ら
れ
た
。

二
度
目
に
釈
放
さ
れ
た
今
も
、
言
動
、
移
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
、
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
生
き
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
、
打
ち
明
け
話
を
す
る
と
興
味
を
持
っ
て
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
、
私
に
と
っ
て
〝
頼
れ
る

師
〟
で
あ
り
、
と
同
時
に
〝
気
心
の
知
れ
た
友
〟
で
あ
る
モ
ル
デ
ハ
イ
・
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
に
つ
い
て
私
が
知
っ
て
い
る
こ
と

と
、
私
が
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
体
験
し
た
様
々
な
興
味
深
い
事
柄
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

二
〇
一
六
年
十
一
月

ガ
リ
コ
美
恵
子　



反
核
の
闘
士
ヴ
ァ
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と
私
の
イ
ス
ラ
エ
ル
体
験
記　
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第
１
章　

ヴ
ァ
ヌ
ヌ
の
闘
い



2

１　

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
移
民

モ
ル
デ
ハ
イ
・
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、
一
九
五
四
年
十
月
十
三
日
、
父
シ
ュ
ロ
モ
、
母
マ
ザ
ル
の
も
と
に
、
十
一
人
兄
弟
姉

妹
の
次
男
と
し
て
、
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
で
生
ま
れ
た
。

両
親
は
旧
市
街
の
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
で
小
さ
な
雑
貨
屋
を
商
っ
て
い
た
。
通
っ
た
小
学
校
は
旧
市
街
の
外
に
あ
り
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
一
緒
で
、
仲
が
よ
か
っ
た
の
は
旧
市
街
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
生
徒
だ
っ
た
。
同
じ

地
区
に
、
母
方
の
祖
父
が
暗
い
家
で
一
人
暮
ら
し
て
い
た
。
母
以
外
は
皆
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
移
民
し
た
か
ら
だ
。
心
根

の
優
し
い
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
幼
い
頃
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
祖
父
を
労
る
気
持
ち
か
ら
、
よ
く
母
の
料
理
を
届
け
て
い
た
。

一
九
四
七
、四
八
年
に
パ
レ
ス
チ
ナ
で
ナ
ク
バ
が
起
き
た
。
ナ
ク
バ
と
は
大
災
厄
と
い
う
意
味
の
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
も
言
う
。
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
村
が
焼

か
れ
、
破
壊
さ
れ
、
虐
殺
、
追
放
さ
れ
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
を
委
任
統
治
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
が
ま
ず
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
追
放
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
撤
退
後
、
ユ
ダ

ヤ
軍
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
虐
殺
、
追
放
、
村
を
破
壊
し
た
。
第
一
次
中
東
戦
争
で
勝
利
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
大
幅
に
国

土
を
広
げ
、
世
界
的
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
反
ユ
ダ
ヤ
思
想
が
高
ま
っ
て
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
移
民
し
続
け
た
。

少
年
期
時
代
、
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
自
身
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
偏
見
の
目
で
見
ら
れ
た
り
差
別
さ
れ
た
こ
と
は
な
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か
っ
た
。
時
々
、
市
場
な
ど
で
大
人
同
士
が
つ
ま
ら
な
い
喧
嘩
を
し
た
り
、
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
毛
が
は
え
た
よ
う
な
殴

り
合
い
は
あ
っ
た
が
、「
異
教
徒
間
の
衝
突
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
く
、
ア
ラ
ブ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
と

て
も
親
切
だ
っ
た
。

一
九
六
三
年
に
病
床
に
伏
し
て
い
た
祖
父
が
死
去
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
民
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
勢
い
は
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
勢
い
に
、
つ
い
に
父
は
店
を
売
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
移
民
す
る

決
心
を
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
出
発
の
日
、
母
は
子
供
た
ち
に
フ
ラ
ン
ス
風
の
オ
シ
ャ
レ
な
洋
服
を
着
せ
た
。
一
家
は
マ
ラ
ケ
シ

か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
着
い
た
後
、
船
で
マ
ル
セ
イ
ユ
に
向
か
っ
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
ド
イ
ツ
政
府

の
ユ
ダ
ヤ
人
専
用
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
一
カ
月
滞
在
し
た
。
そ
こ
で
、
父
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
使
用
す
る
た
め
の
冷
蔵
庫
や

洗
濯
機
を
買
っ
た
。
そ
れ
か
ら
大
き
な
船
に
乗
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
港
町
ハ
イ
フ
ァ
に
到
着
し
た
。

当
時
す
で
に
都
会
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
テ
ル
・
ア
ヴ
ィ
ヴ
へ
の
移
住
を
父
は
希
望
し
た
が
、
移
民
局
は
一
家
を
イ
ス

ラ
エ
ル
南
部
に
あ
る
砂
漠
の
町
ベ
エ
ル
シ
ェ
バ
に
送
り
込
み
、
政
府
支
給
の
木
造
ア
パ
ー
ト
に
住
ま
わ
せ
た
。
モ
ロ
ッ

コ
を
発
つ
前
に
聞
い
て
い
た
こ
と
と
は
違
っ
て
い
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
当
初
、
北
欧
か
ら
移
民
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
移
民
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間
に
は
、

移
民
当
局
の
対
応
に
差
が
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
一
家
も
、
ス
フ
ァ
ラ
デ
ィ
（
ア
ラ
ブ
諸
国
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
）
に
対
す
る

差
別
を
味
わ
っ
た
。
政
府
が
支
給
し
た
ア
パ
ー
ト
に
は
電
気
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
せ
っ
か
く
買
っ
た
電
気
製
品
は
使
う

こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
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シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
父
は
、
数
日
家
族
の
誰
と
も
口
を
利
か
ず
に
い
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
気
を
取
り
直
し
、
町

で
仕
事
を
見
つ
け
て
働
き
だ
し
た
。
貧
し
い
暮
ら
し
だ
っ
た
が
、
働
き
者
で
節
約
家
の
父
は
、
の
ち
に
小
さ
な
店
を
買

い
取
っ
て
商
売
を
始
め
、
一
家
は
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
派
が
多
く
住
む
地
域
に
引
っ
越
し
、
他
の
住
民
と
同
様
、
今
苦
し
い

思
い
を
し
て
も
次
の
世
代
に
な
れ
ば
マ
シ
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
希
望
を
胸
に
、
つ
つ
ま
し
く
暮
ら
し
、
モ
ロ
ッ
コ

に
住
ん
で
い
た
時
よ
り
も
ユ
ダ
ヤ
の
戒
律
を
厳
格
に
守
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ャ
バ
ッ
ト
（
安
息
日
）
中
は
ラ
ジ
オ
が
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
父
は
シ
ナ
ゴ
ー
ク
（
ユ
ダ
ヤ
教
礼
拝
所
）
に
毎
日

出
か
け
、
近
所
の
人
々
か
ら
は
宗
教
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
ロ
ッ
コ
に
住
ん
で
い
た
頃
、
外
出
時

だ
け
髪
を
隠
し
て
い
た
母
は
、
家
の
中
で
も
髪
を
隠
す
よ
う
に
な
っ
た
。

父
は
息
子
た
ち
を
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
派
の
神
学
校
ベ
イ
ト
・
ヤ
コ
ブ
小
学
校
に
通
わ
せ
、
息
子
た
ち
が
中
学
に
あ
が
る

と
、
神
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
れ
た
。
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
も
、
例
外
に
も
れ
ず
十
三
歳
で
イ
ェ
シ
バ
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
学
校
）
の

寄
宿
学
校
に
入
っ
た
。

中
学
生
に
な
っ
た
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、
生
ま
れ
故
郷
で
自
分
が
仲
よ
く
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
ア
ラ
ブ
民
族
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
で
は
差
別
さ
れ
、
惨
め
な
待
遇
を
受
け
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
普
通
に
な
さ
れ
る
、
宗

教
に
よ
る
人
種
差
別
に
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
首
を
傾
げ
、
不
信
感
を
持
ち
は
じ
め
た
。
ロ
シ
ア
系
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
ユ
ダ
ヤ

人
に
主
導
権
が
握
ら
れ
て
い
た
当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
で
、
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
の
移
民
が
差
別
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
も
疑
問
を
抱
い
た
。

成
績
は
中
ほ
ど
、
ク
ラ
ス
で
特
に
目
立
つ
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
だ
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
研
究
よ
り
も
夢
中
に
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な
っ
た
の
は
読
書
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
だ
っ
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
、
国
民
の
義
務
で
あ
る
兵
役
に
就
い
た
。
理
科
系
が
得
意
だ
っ
た
彼
は
、
陸
軍
戦
闘
工
学
部
隊

に
配
属
さ
れ
、
工
兵
に
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
に
第
四
次
中
東
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ゴ
ラ
ン
高
原
に
配
置
さ
れ
た
。
こ

こ
で
、
そ
れ
ま
で
胸
に
描
い
て
い
た
も
の
と
は
異
な
る
「
戦
争
」
の
実
態
を
知
り
、
愕
然
と
し
た
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
は
、「
周

辺
ア
ラ
ブ
諸
国
は
ユ
ダ
ヤ
の
敵
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
生
存
す
る
た
め
に
は
戦
争
は
免
れ
な
い
」
と
国
が
主
張
す
る
戦

争
の
正
当
性
に
、
憤
り
を
抱
い
た
。

ヴ
ァ
ヌ
ヌ
が
二
十
八
歳
の
と
き
、
第
一
次
レ
バ
ノ
ン
侵
攻
（
一
九
八
二
―
八
三
年
）
が
勃
発
し
た
。
戦
争
は
罪
の
な

い
人
々
を
巻
き
込
み
、
殺
す
こ
と
だ
と
、
過
去
の
戦
争
体
験
で
十
分
に
わ
か
っ
て
い
た
彼
は
、
予
備
役
と
し
て
召
集
さ

れ
た
が
、
言
わ
れ
た
と
お
り
基
地
に
行
き
、
戦
闘
拒
否
を
申
し
出
た
。「
前
線
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
基
地
の
食
堂
で
飯

を
作
る
だ
け
な
ら
す
る
。
戦
闘
に
関
係
の
な
い
こ
と
な
ら
や
る
が
、
前
線
に
は
絶
対
行
か
な
い
」
と
。

そ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
で
戦
闘
を
拒
否
す
る
兵
士
は
い
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
の
戦
闘
拒
否
に
意
表
を
つ
か
れ
た
軍

部
は
対
処
方
法
を
出
し
か
ね
、
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
を
刑
務
所
に
入
れ
る
こ
と
な
く
家
に
帰
ら
せ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
心
部
テ

ル
・
ア
ヴ
ィ
ヴ
や
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
、
平
和
活
動
団
体
の
マ
ツ
ペ
ン
や
イ
エ
シ
・
グ
ブ
ー
ル
ら
に
よ
る
反
戦
デ
モ
が
開

か
れ
て
い
た
。
ヴ
ァ
ヌ
ヌ
と
同
じ
考
え
で
、
当
時
戦
闘
拒
否
し
た
者
は
全
国
に
合
計
六
十
人
い
た
。
八
三
年
に
開
か
れ

た
反
戦
デ
モ
に
は
十
万
人
の
市
民
が
参
加
し
た
。
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